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洞
爺
湖
消
防
出
初
式

洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』
　
　
月
５
日
、
洞
爺
湖
文
化
セ
ン

　
　
タ
ー
に
お
い
て
洞
爺
湖
消
防

出
初
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
洞
爺

湖
町
の
無
火
災
・
無
災
害
を
祈
り

消
防
車
両
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
を
行

い
、
屋
外
に
て
観
閲
式
を
行
っ
た

後
、
屋
内
式
典
で
は
永
年
に
わ
た

る
消
防
団
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た

団
員
へ
表
彰
状
と
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
洞
爺
湖
町
長
の
式
辞
を

は
じ
め
、
ご
来
賓
の
方
々
よ
り
日

頃
の
消
防
活
動
に
対
す
る
感
謝
と

激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
出
席

者
ら
は
今
年
一
年
の
防
火
・
防
災

を
誓
い
、
地
域
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　
平
成
31
年
消
防
出
初
式
の
表
彰

者
は
次
の
と
お
り
。
（
敬
称
略
）

●
北
海
道
知
事
表
彰

■
30
年
勤
続
表
彰

部
長　
大
平
浩
（
第
２
分
団
）

班
長　
秋
山
敏
光
（
第
３
分
団
）

／
稲
實
邦
章
（
第
３
分
団
）

団
員　
和
田
貢
（
第
１
分
団
）

■
10
年
勤
続
表
彰
　

班
長　

阿
部
由
希
子
（
女
性
分

団
）

団
員　
舘
岡
恵
一
（
第
１
分
団
）

／
糟
川
牧
子
（
女
性
分
団
）

●
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

■
功
績
章

部
長　
橋
本
健
司
（
第
４
分
団
）

■
30
年
勤
続
表
彰

部
長　
大
平
浩
（
第
２
分
団
）

団
員　
和
田
貢
（
第
1
分
団
）　

■
20
年
勤
続
表
彰　
　

部
長　
白
川
英
治
（
第
２
分
団
）

■
10
年
勤
続
表
彰

班
長　
山
本
勲
（
第
２
分
団
）

団
員　
舘
岡
恵
一
（
第
１
分
団
）

●
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
管
理
者

表
彰

■
30
年
勤
続
表
彰

部
長　
大
平
浩
（
第
２
分
団
）

団
員　
和
田
貢
（
第
１
分
団
）

■
20
年
勤
続
表
彰

部
長　
白
川
英
治
（
第
２
分
団
）

●
洞
爺
湖
町
長
感
謝
状

　私たちは、いつ、どこで、突然のケガや病気におそわれるか予測がで
きません。心臓や呼吸が止まった人の治療はまさに一分一秒を争います。
このようなとき身近にいる人が適切な応急手当を素早く実施することで、
大切な生命を救うことにつながります。
　上級救命講習会では、ＡＥＤを含めた心肺蘇生法、異物除去、止血法、
緊急時の傷病者の管理法など普通救命講習より一歩踏み込んだ内容の講
習会を開催しています。この講習では、筆記と実技の試験を実施し、合
格者 (80％以上正解 ) には「上級救命講習修了証」を交付します。
■日　時　３月２日（土）９時 ～ 18 時
■場　所　西胆振行政事務組合伊達消防署洞爺湖支署　
■受講料　無料
■定　員　10 人（定員になり次第締め切り）
■締　切　２月 10 日（日）～ 28 日（木）
■申込先　洞爺湖支署 警防救急係（☎ 76-2119）
■その他　筆記用具を持参し、動きやすい
　　　　　服装で受講してください。

上級救命講習会　開催します
―尊い命を一人でも多く救うために―

１

統
一
標
語

『
忘
れ
て
な
い
？

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に

火
の
確
認
』

を

広報とうやこ　2019 年２月

災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
の

お
知
ら
せ

■
20
年
勤
続
表
彰

部
長　
白
川
英
治
（
第
２
分
団
）

　
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
、
消
防
車
が
災
害
出
動

し
た
場
合
、
自
動
音
声
に
よ
る

災
害
案
内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
23

－

7
1
7
1
）
間
違
い
の
無
い
よ
う

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今年 1 年の地域の安全を祈願した
洞爺湖消防出初式

パレードの後に行われた観閲式




